
中高生や若手社会人が2050年の未来首長になって政策提言を行う「未来ワークショッ
プ」の運営方法を学びます。
このまま放っておけば2050年にどのような社会になりうるのかをシミュレーションする

「未来カルテ」の使い方や、アイスブレーク、作業帖を使った情報インプット、２段階での
アイディア出し、いいねシールを使った相互評価など「未来ワークショップ」の進め方、
ファシリテーターとしての声かけの方法、だされたアイディアをとりまとめる方法など、
2015年から実績を積み重ね、全国で実施されている「未来ワークショップ」のノウハウを伝
達します。今年も、JSTのCOI-NEXT「ビヨンド・"ゼロカーボン"を目指す”Co-JUNKAN”プ
ラットフォーム研究拠点」プロジェクトの一環として実施しますので、参加費無料とさせて
いただきます。奮ってご応募ください。

日時：2024年３月７日（木）13:00-16:00 参加費：無料
開催方法：ZOOMによるオンライン（実際に、未来ワークショップを模擬的に実施してい

る状況をご覧いただきつつ、講義を行います。）

申し込み方法：以下の申込みフォーム(リンクもしくはQRコード)から申し込んで下さい。
締め切りは、３月１日（金）です。申し込みした方に、ZOOMアドレス

をお送りします。https://forms.gle/XRkMHRhV46cpMpWz5

。

共催：NPO法人地域持続研究所（千葉大学倉阪研究室）

JST「共創の場形成支援プログラム」(COI-NEXT)
「ビヨンド・“ゼロカーボン”を目指す“Co-JUNKAN”プラットフォーム研究拠点」

後援：和歌山大学 食農総合研究教育センター

本件問い合わせ先 千葉大学大学院社会科学研究院倉阪研究室

担当 宮崎 f-mt@restaff.chiba-u.jp

写真はリアル開催時の模様です
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